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老人デイサービス 寿生の丘の介護サービスについて（重要事項説明書）  

 

１．事業の目的  

 老人デイサービス 寿生の丘が行う認知症専用併設型通所介護・介護予防通所介護

の事業は、要介護（支援）状態等となった場合においても、その利用者が可能な限り

その居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、

必要な日常生活上の世話及び機能訓練を行うことにより、利用者の社会的孤立感の解

消及び心身の機能の維持並びに利用者の家族の身体的及び精神的負担の軽減を図るこ

とを目的とします。  

 

２．運営方針  

 事業の目的を達成するため、利用者の要介護（支援）状態の軽減若しくは悪化の防

止又は要介護（支援）状態となることの予防に資するよう、その目的を設定し、計画

的に行うものとします。  

２．老人デイサービス 寿生の丘は、常に利用者の心身の状況を的確に把握しつつ、  

相談援助等の生活指導、機能訓練その他必要なサービスを利用者の希望に添って適切  

に提供します。 

３．事業所は、利用者の人権の擁護、虐待の防止等のため、必要な体制の整備を行う

とともに、従業者に対し、研修を実施する等の措置を講じるものとします。 

４．事業所は、認知症対応型通所介護（介護予防認知症対応型通所介護）を提供する

に当たっては、介護保険法第１１８条の２第１項に規定する介護保険等関連情報その

他必要な情報を活用し、適切かつ有効に行うよう努めるものとします。 

 

 

３．事業所の概要  

事業所名 老人デイサービス 寿生の丘 

所在地 島根県出雲市大津町３６２２番地１５  

提供可能サービス及び  

介護保険事業所番号  

通所介護       ：３２７０４００６０３号  

介護予防通所介護   ：３２７０４００６０３号  

管理者及び連絡先  
サービス種類 管理者氏名 連 絡 先 

通所介護・介護予防通所介護  飯塚 優子 Tel 0853-30-6213 

サービス提供地域 出雲市 

 

４．営業時間  

サービスの種類 平 日 土曜日 日曜日 祝・祭日 

通所介護 9：30～15：45 9：30～15：45 － － 

 ※ 通所介護・介護予防通所介護の営業日は、祝日、8 月 14・15 日及び 12 月 30 日

から翌年 1 月３日まで休みとします。 

 



５．サービスの内容  

老人デイサービス 寿生の丘が行う指定通所介護・指定介護予防通所介護は、併設型

通所介護・介護予防通所介護とし、その内容は、次のとおりです。  

①生活指導 ②個別機能訓練 ③介護サービス ④介護方法の指導 ⑤健康状態の

確認 ⑥給食サービス ⑦入浴サービス ⑧口腔機能向上サービス ⑨延長サービ

ス  

６．利用料金及びその他の費用の額  

イ通所介護・介護予防通所介護（1 日あたり） 

サービス提供時間  介護認定  利 用 料  利用者負担 (1 割) 利用者負担 (2 割) 利用者負担 (3 割) 

3 時間以上   

4 時間未満  

要支援１ ４，２９０円 ４２９円 ８５８円  １，２８７円  

要支援２ ４，７６０円 ４７６円 ９５２円  １，４２８円  

要介護１ ４，９１０円 ４９１円 ９８２円  １，４７３円  

要介護２ ５，４１０円 ５４１円 １，０８２円  １，６２３円  

要介護３ ５，８９０円 ５８９円 １，１７８円  １，７６７円  

要介護４ ６，３９０円 ６３９円 １，２７８円  １，９１７円  

要介護５ ６，８８０円 ６８８円 １，３７６円  ２，０６４円  

4 時間以上   

5 時間未満  

要支援１ ４，４９０円 ４４９円 ８９８円  １，３４７円  

要支援２ ４，９８０円 ４９８円 ９９６円  １，４９４円  

要介護１ ５，１５０円 ５１５円 １，０３０円  １，５４５円  

要介護２ ５，６６０円 ５６６円 １，１３２円  １，６９８円  

要介護３ ６，１８０円 ６１８円 １，２３６円  １，８５４円  

要介護４ ６，６９０円 ６６９円 １，３３８円  ２，００７円  

要介護５ ７，２００円 ７２０円 １，４４０円  ２，１６０円  

5 時間以上   

6 時間未満  

要支援１ ６，６７０円 ６６７円 １，３３４円  ２，００１円  

要支援２ ７，４３０円 ７４３円 １，４８６円  ２，２２９円  

要介護１ ７，７１０円 ７７１円 １，５４２円  ２，３１３円  

要介護２ ８，５４０円 ８５４円 １，７０８円  ２，５６２円  

要介護３ ９，３６０円 ９３６円 １，８７２円  ２，８０８円  

要介護４ １０，１６０円 １，０１６円 ２，０３２円  ３，０４８円  

要介護５ １０，９９０円 １，０９９円 ２，１９８円  ３，２９７円  

6 時間以上   

７時間未満  

要支援１ ６，８４０円 ６８４円 １，３６８円  ２，０５２円  

要支援２ ７，６２０円 ７６２円 １，５２４円  ２，２８６円  

要介護１ ７，９００円 ７９０円 １，５８０円  ２，３７０円  

要介護２ ８，７６０円 ８７６円 １，７５２円  ２，６２８円  

要介護３ ９，６００円 ９６０円 １，９２０円  ２，８８０円  

要介護４ １０，４２０円 １，０４２円 ２，０８４円  ３，１２６円  

要介護５ １１，２７０円 １，１２７円 ２，２５４円  ３，３８１円  

 

・ 利用者負担額(利用料の１割ないし 2 割、3 割)は介護保険認定者に適用されます。 



・ 上記のほか、ロ入浴サービスを利用された方：４０円  

ハ個別機能訓練サービスを行った場合は：２７円  

        ニ若年性認知症の方が利用された場合は：６０円  

        ホサービス提供体制強化加算Ⅲとして：６円（全ての利用者対象）  

を利用料（利用者負担）として負担して頂きます。  

（全てのサービスが１回あたりです。）  

へ 口腔機能向上サービスを実施した場合は、３ヵ月以内の期間に限り１ヵ月に２回

を限度とし：１５０円を負担して頂きます。  

ト 利用者の方に対して、その居宅と老人デイサービス寿生の丘との間の送迎を行わ

ない場合は、片道につき４７単位を所定単位数から減算します。  

チ 介護職員処遇改善加算として、上記のイからトまでにより算定した金額の 1000 分の

104 に相当する金額を負担して頂きます。 

リ 介護職員等特定処遇改善加算Ⅱとして、上記のイからトまでにより算定した金額の

1000 分の 24 に相当する金額を負担して頂きます。 

ヌ 介護職員等ベースアップ等支援加算として、上記のイからトまでにより算定した金額

の 1000 分の 23 に相当する金額を負担して頂きます。 

 

 

・ 延長サービスを利用される方：７時間以上８時間未満５００円  

８時間以上９時間未満１，０００円  

・ また、昼食を食べられる場合の食費として、１回６００円   

おやつ代として、１回 ５０円を徴収します。  

（２）その他 

ア． 利用料金の支払いは、月末締切りの翌月１５日（ただし、１５日が休日の場合

は翌営業日とする）とし、原則として、契約者（または代理人）名義の貯金口

座振替（貯金口座振替依頼書に基づく）で処理させて頂きます。 

イ． 上記の利用負担金は、「法定代理受領（現物給付）」の場合について記載してい

ます。「償還払い」となる場合には、いったん利用者が使用料金（10 割）を支

払い、その後市町村に対して保険給付分（9 割）を請求することになります。 

ウ． 介護保険外サービスとなる場合（サービス利用料の一部が制度上の支給限度額

を超える場合を含む）は、全額自己負担となります。 

 

７． キャンセル  

（１） 利用者がサービスの利用を中止する際には、すみやかに所定の連絡先までご

連絡ください。 

連絡先：電話 0853－30－6213  老人デイサービス 寿生の丘 

 

８． 同事業所の職員体制  

 【通所介護・介護予防通所介護】  

・管理者 １名 ・生活相談員 3 名（兼務） ・介護職員 ５名（兼務）  



・看護職員 ２名非常勤（兼務） ・機能訓練指導員 1 名（兼務）２名非常勤（兼務）  

 

９． 緊急時対応方法 

 老人デイサービス 寿生の丘は、サービス提供時に利用者に病状の急変が生じた場合、

その他必要な場合には速やかに主治医の医師へ連絡を行うとともに、サービス提供責

任者及び関係機関に連絡を行い、必要な措置を講じます。  

主治医 主治医氏名  連 絡 先  

ご家族 氏   名  連 絡 先  

 

１０． 事故発生時の対応について  

 老人デイサービス 寿生の丘は、サービス提供時間に入浴時等の転倒などによる骨

折及び受診治療を要する受傷等が発生した場合には速やかに家族に連絡を行なうと共

に、必要時付き添いを行なう等の措置を講じます。  

また、送迎中の事故発生時にも同様の措置を講じます。  

当施設では、事故発生又はその再発防止をするため、次の各号に掲げる措置を講じま

す。 

〇サービス提供時に事故が発生した場合には、速やかにご利用者の家族等、市町村に

連絡を行なうとともに、必要な措置を講じ、事故に際して行った処置を記録します。 

〇ご利用者に対するサービスの提供により、生命・身体・財産に損害を及ぼした場合

には、その損害を賠償します。守秘義務に違反した場合も同様とします。但し、その

損害の発生について、利用者に故意又は過失が認められる場合には、契約者の置かれ

た心身の状況を斟酌して相当と認められる時に限って、事業者の損害賠償額を減じる

場合があります。 

 

１１、虐待の防止について 

当施設は、利用者の人権の擁護、虐待の発生又はその再発を防止するため次の措置を講ず

るものとします。 

（１）虐待防止のための対策を検討する委員会（テレビ電話装置等を活用して行うこ

とができるものとする。）を定期的に開催するとともに、その結果について従業者に周

知徹底を図ります。 

（２）虐待防止のための指針の整備 

（３）虐待を防止するための定期的な研修の実施 

（４）前３号に掲げる措置を適切に実施するための担当者の設置 

２．当施設は、サービス提供中に、当該事業所従事者又は養護者（利用者の家族等高

齢者を現に養護する者）による虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合は、速

やかに、これを市町村に通報します。 

 

１２、身体拘束防止について 

ご利用者または他の利用者等の生命・身体を保護するため、緊急やむを得ない場合を

除き、身体拘束、その他の行動制限は行いません。緊急やむを得ない場合とは、次の



三つの要件を全て満たしていると判断された場合に限ります。 

① 切迫性……利用者本人、または他の利用者の生命、または身体が危険にさ

らされる可能性が高いこと。 

② 非代替性…身体拘束、その他の行動制限を行う以外に、代替する方法がな

いこと。 

③ 一時性……身体拘束、その他の行動制限が、一時的なものであること。 

 

緊急やむを得ない場合に該当するか否かの判断は、各部署が集まり検討した上で判断

します。その後、利用者本人やご家族に対して、身体拘束の内容・理由・拘束の時間

や期限等を明記した文書をもって、説明と同意を頂きます。また、身体拘束を行って

いる期間中でも定期的に見直しを行い、それを記録として残します。 

 

１３、感染症及び食中毒の発生・まん延防止について 

当施設は、利用者の使用する施設、食器その他の設備又は飲用に供する水について、衛生

的な管理に努めるとともに、衛生上必要な措置を講ずるものとします。 

２．事業所は、事業所において感染症が発生し、又はまん延しないように次の各号に掲げ

る措置を講じるものとします。 

（１） 事業所における感染症の予防及びまん延の防止のための対策を検討する委員会（テ

レビ電話装置等を活用して行うことができるものとする。）をおおむね６月に１回以上開催

するとともに、その結果について、従業者に周知徹底を図ります。 

（２） 事業所における感染症の予防及びまん延の防止のための指針を整備します。 

（３） 事業所において、従業者に対し、感染症の予防及びまん延の防止のための研修及び

訓練を定期的に実施します。 

 

１４、業務継続計画の策定等について 

当施設は、感染症や非常災害の発生時において、利用者に対する認知症対応型通所介護（介

護予防認知症対応型通所介護）の提供を継続的に実施するための、及び非常時の体制で早

期の業務再開を図るための計画（以下「業務継続計画」という。）を策定し、当該業務継続

計画に従い必要な措置を講じるものとします。  

２．当施設は、従業者に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び

訓練を定期的に実施するものとします。  

３．当施設は、定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更

を行うものとします。 

 

 

１５． 送迎時の対応について  

送迎時の到着場所及び送迎時刻については、ご本人又はご家族等のご希望を聞き実

施致します。 

到着場所（                               ） 

迎え時刻（          ）頃  送り時刻（          ）頃 



１６． 相談窓口・苦情対応  

サービスに関する相談や苦情については、次の窓口で対応します。  

お客様相談 
電話番号 ０８５３－３０－６２１２（グループホーム 寿生の丘） 

FAX 番号 ０８５３－２３－２５６３  

※ 苦情受付担当者：吾郷 明美（デイサービス寿生の丘：生活相談員）  

苦情解決責任者：飯塚 優子（デイサービス寿生の丘：管理者）  

 第三者委員  ：高橋 和也（℡0853－４８－１２０９）  

吾郷 正巳（℡0853－２４－１０５１） 

苦情解決の方法 

（１）苦情の受付：苦情は面接、電話、書面などにより苦情受付担当者が随時受付ま

す。なお、第三者委員に直接苦情を申し出ることもできます。  

（２）苦情の報告・確認：苦情受付担当者が受け付けた苦情を苦情解決責任者と第三

者委員（苦情申出人が第三者委員への報告を拒否した場合を除く）に報告いた

します。第三者委員は内容を確認し、苦情申出人に対して、報告を受けた旨を

通知します。 

（３）苦情解決のための話し合い：苦情解決責任者は、苦情申出人と誠意をもって話

し合い、解決に務めます。その際、苦情申出人は、第三者委員の助言や立ち会

いを求めることができます。  

なお、第三者委員の立ち会いによる話し合いは、次により行います。                        

ア・ 第三者委員による苦情内容の確認  

イ・ 第三者委員による解決案の調整、助言  

  ウ・ 話し合いの結果や改善事項の確認  

（４）運営適正化委員の紹介（介護保険事業者は国保連、市町村も紹介）  

寿生の丘で解決できない苦情は、  

・島根県社会福祉協議会(〒690-0011 松江市東津田町 1741-3 いきいきプラザ島

根内 電話 0852-32-5913(直通）) 

・国民健康保険団体連合会 (〒 690-0825 松江市学園一丁目 7-14  電話

0852-21-2811(介護サービス苦情相談窓口)) 

・出雲市役所健康福祉部高齢者福祉課 (〒693-8530 出雲市今市町 70 電話

0853-21-6972(直通))に設置された運営適正化委員会に申し立てることができま

す。 

 

 

 

１７.第三者による評価の実施について  

 ア．第三者評価の実施の有無 無し 

 イ．実施した直近の年月日  無し 

 ウ．実施した評価機関の名称 無し 

 エ．評価結果の開示状況   無し 

 



１８、その他、必要事項について 

認知症対応型通所介護（介護予防認知症対応型通所介護）に当たる従業者の資質向上のた

めに、次のとおり研修の機会を設けるものとします。 

１．採用時研修 採用後１ヶ月以内  

２．継続研修  年１回以上  

介護に直接携わる職員のうち、医療・福祉関係の資格を有さない者について、認知症介護

にかかる基礎的な研修を受講させるために必要な措置を講じることとします。 

２．従業者は、正当な理由がなく、その業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を漏ら

してはなりません。 

３．従業者であった者が、正当な理由がなく、その業務上知り得た利用者又は家族の秘密

を漏らすことのないよう、従業者でなくなった後においてもこれらの者の秘密を保持する

べき旨を従業者との雇用契約の内容とするものとします。  

４．事業所は、適切な認知症対応型通所介護（介護予防認知症対応型通所介護）の提供を

確保する観点から、職場において行われる性的な言動又は優越的な関係を背景とした言動

であって業務上必要かつ相当な範囲を超えたものにより従業者の就業環境が害されること

を防止するための方針の明確化等の必要な措置を講じるものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

サービス契約に当たり上記のとおり説明しました。   

説明者：                 

令和   年   月   日 

（事業所）所在地 ：出雲市大津町 3622 番地 15 

事業者名：老人デイサービス 寿生の丘 

 

 

 

上記の説明に同意しました。            

氏  名：              印 

 

 

 

 

 


